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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

「身近な場所で起こる土砂災害を学ぼう！」

　１時間目

１.イントロダクション

２.土砂災害の種類を知ろう

３.九重町はどんな所にあるの？

４.身近な場所で土砂災害があるかも

【模型実験の実演】

５.土砂災害に襲われないために

６.まとめ

　２時間目

ハザードマップで身近な災害の危険を調べ

てみよう（DIG）
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表－１　野上小学校での防災学習会の実施内容

２時限目に実施したＤＩＧの様子
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図－１　お子様から防災学習会の話がありましたか？ 　図－２　学校であったお子様との防災の話がきっかけで、

お子様や家族で防災に関する話の頻度は増えましたか？

はじめに

　近年、土砂災害は激甚化するとともに急激な増加

傾向にあります。局所的に発生する土砂災害は、地

震によるもの以外は、適切な避難行動によりある程

度犠牲数を減少させることが可能であると考えられ

ます。

　学校で実施する防災教育の中でも、外部講師など

の参加する「防災学習会」は工夫次第でより効果的

かつ持続的なものにできないかと考えられます。一

方で、これまで防災教育が保護者はじめ地域全体の

防災力に対して及ぼす影響については十分に把握さ

れていません。そこで、「児童に対して行った防災教

育が保護者の防災意識、ひいては地域に与える影響

を把握すること」を目的として調査を行いました。

　「防災学習会」は、2024年６月21日に九重町立野

上小学校で実施しました（野上小学校のホームペー

ジ１）に掲載）。野上小学校は令和６年度に大分県か

ら「防災教育モデル実践事業推進校」の指定を受け、

地域と連携した防災教育に取り組んでいます。

調査方法

　2024年６月21

日 大分県九重

町立野上小学校

からの招聘によ

り、同校５・６

年生計39名の児

童に 、「身近な

場所で起こる土

砂災害を学ぼう

！」と題して、

防災学習会を行

いました。当日は井良沢含め３名で学習会を実施し

ました。本地区は令和２年(2021年)７月に豪雨災害

に見舞われ、被害のあった世帯も多くあります。当

日の午後に２時間（小学校の１時間は45分）の時間

をいただき、できるだけ地元表－１の内容で防災学

習会を実施しました。

　当日実施した「防災学習会」について、児童と保

護者にアンケート調査を実施しました。また３カ月

後にも同様の調査を行いました。このように、今回

の調査では、保護者の方へもアンケートを実施する

ことで、「児童に対して行った防災教育が保護者の防

災意識」にどのような影響を与えるのかを把握しよ

うとしました。

調査結果

　防災学習会に参加した小学校を対象としたアンケ

ート調査及び聞き取りにより、特徴的な事項として

以下のことがわかりました。

　６月21日 に行った防災学習会以降から今まで、

家族や友人などに防災についての話をしましたか？

については、36名中、28名の児童が話したと答え、

それを誰に話したか？の質問には27名の児童が家族

と話したと答えています。一方、２回目の保護者ア

ンケートでは、６月21日の防災学習会についてお子

様から話を聞いたことはありましたか？について

は、33名中、26名の保護者があったと答えています

（図－１）。これは児童の結果と整合している結果と

なりました。さらに、学校であったお子様との防災

の話がきっかけで、お子様や家族で防災に関する話

の頻度は増えたと思いますか？の質問には、33名中

14名の保護者が増えたと答えています（図－２）。

このように、 保護者の方へもアンケートを実施す

ることで、「児童に対して行った防災教育が保護者の

防災意識」にも影響を与えることが確認できました。

なお保護者の方数名は地区の防災関係の役員にも話

を伝えており、地域にも影響を与えていることがわ

かりました。このことから、保護者への伝達意図を

高くするような教育内容を工夫することが重要であ

ると思います。また、家族に対しての防災教育も並

行して行うことが望ましいと言えます。

　岩手県では2019年10月の令和元年東日本台風によ

る災害をはじめ、近年、豪雨災害による被害が多発

しており、防災教育に寄せる期待も大きいかと思い

ます。今回の報告が参考になれば幸いです。

　今回紹介した「防災学習会」の取り組みは、大分

県九重町立野上小学校の全面的な協力によるもので

す。野上小学校の教員の皆様、児童、そして保護者

の皆様には大変お世話になりました。
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改良が予定される双元川の砂防堰堤

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は17日付で、「双元川筋坂本地

区砂防堰堤改修工事」を再公告し

た。大船渡市の大規模林野火災に

伴う緊急的な土砂災害対策とし

て、既設堰堤の改修を実施するも

の。25年12月16日付で公告後、仮

設計画の再検討が必要となったた

め、入札を取りやめていた。申請

期限は26日正午。入札日時は３月

11日の午前９時から午後５時ま

で。開札は翌12日を予定している。

（関連７面）

　工事場所は、大船渡市三陸町綾

里字坂本地内。既設堰堤の規模は、

堰堤高8.7㍍､堰堤長46.5㍍。工事

内容にはコンクリート堰堤本体工

（堤冠部含む）で474立方㍍、垂

直壁工213立方㍍、鋼製堰堤本体

工22㌧を盛り込んでいる。

　工期は351日間。予定価格には

１億9102万1000円を設定してい

る。

　工事は、総合評価落札方式（簡

易２型）の対象で、ＢＩＭ／ＣＩ

Ｍ適用工事（受注者希望型）とな

っている。

　入札参加資格には、土木工事Ａ

級に登録されている者で、岩手県

内に建設業法に基づく主たる営業

所を有すること、などを付してい

る。

　大船渡市の大規模林野火災によ

る延焼範囲は約3370㌶。現地は森

林の焼損で山の保水力が低下して

おり、土砂災害が起こりやすい状

況にある。このため同局土木部大

船渡土木センターでは、土砂災害

警戒区域と焼損範囲の重なるエリ

アから、近辺に避難所などがある

５カ所を抽出し、災害関連緊急砂

防事業（砂防堰堤の新設３カ所、

既設堰堤の改修２カ所）を展開し

ている。

　事業のうち、砂防堰堤の新設は、

同市赤崎町字合足地内の合足の沢

⑸―１と同―２、同市三陸町綾里

字坂本地内の坂本の沢の３カ所

で、いずれも砂防堰堤１基を整備。

既設堰堤の改修は、同市三陸町綾

里字坂本地内の双元川と、同町字

石浜地内の石浜の沢⑷の２カ所

で、いずれも流木捕捉工と除石掘

削を実施する。

　今回再公告された双元川以外の

４件は、全て工事の入札を終えて

いる。

　大槌町は、一般廃棄物最終処分

場浸出水処理施設（管理棟と第一

調整槽）の改修を計画。改修工事

は２期に分け、１期工事（2026年

度から27年度まで）で管理棟、２

期工事（27年度）で第一調整槽を

予定している。管理棟分の設計に

ついては25年度で終えており、工

事費は26年度の当初予算案に上程

する見通し。順調に推移すれば来

年度早々に工事の入札を行い、６

月の着工を目指すとしている。こ

のほか、26年度は第一調整槽分の

設計にも取り掛かる考えだ。総事

業費は１億円を超える見込み。

　一般廃棄物最終処分場は、同町

小鎚第１地割59番地38。1996年に

供用を開始した。計画埋立量は４

万1300立方㍍で、25年度現在の埋

立済容量は３万3100立方㍍。処分

場は、あと８年ほどで満杯になる

と推計されている。

　浸出水処理施設については、竣

工から約30年が経過し、各設備の

老朽化の進行、特に配管や水槽の

著しい腐食、計器類の故障などに

より大規模な改修が必要となった

ことから、町は25年３月に更新計

画を策定。今年度で管理棟分の改

修設計（三水コンサルタントが担

当）を実施した。

　計画スケジュールとしては、管

理棟の工事については順調に推移

すれば６月に着手し、棟内に設置

する電気・機器類（動力・制御盤、

回転機器、製缶、電線類）の製作

・手配に10カ月、設置工事に２カ

月、試運転などの確認に１カ月の

工程で、27年７月の完了見込みと

なっている。

　第一調整槽については26年度で

設計を行い、工事は27年６月に着

手し、機器類（現場盤、回転機器、

電線類）の製作・手配に約７カ月、

設置工事と試運転などの確認に約

１カ月の工程で、28年１月の完了

を見込んでいる。

　工事の入札は、管理棟、第一調

整槽とも、製作・手配や設置工事

を一括して発注する方針だ。

　町では最終処分場の今後につい

て、残余容量と浸出水処理施設の

設備更新を考慮しながら、民間の

最終処分場への搬出など外部委託

を選択肢の一つとして、最終処分

方法を検討していくとしている。


